
















大 関 龍 一
Ⅰ　はじめに
Ⅱ　旧刑法下の因果関係論①─各論における因果関係の議論



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































182　　早法 95 巻 4 号（2020）






































































































































































































































































































































（204）　同討論会の記録は、法学協会雑誌25巻 4 号586頁以下、25巻 6 号866頁以下、25
巻 7 号1011頁以下、25巻 8 号1184頁以下、25巻 9 号1344頁以下、25巻10号1496頁以
下、25巻11号1650頁以下（いずれも1907年）に掲載されている。





























































































































































































198　　早法 95 巻 4 号（2020）
ではいえないであろう。
イ　行為が作出した危険状態に着目した判例

























































































































































































































































き、座敷より 1尺 4～ 5 寸下の土間に墜落させたうえ、起き上がろうとす






















































































る（最判昭和22・11・14刑集 1 巻 6 頁、最判昭和25・ 3 ・31刑集 4 巻 3 号469頁、
最決昭和36・11・21刑集15巻10号1731頁、最判昭和46・ 6 ・17刑集25巻 4 号567頁、



































































































































































































































































































































































15・ 4 ・ 1
傷害致死
Xは、脚気病者であるAに対し暴行を加え、その病状を悪化させ、
脚気衝心によって死亡させた。
〇
被害者の素
因競合
21
大判昭和
15・ 6 ・27
殺人
Xは、殺意をもって、腸チフス菌を塗布した饅頭を入れた菓子箱を
A方に配達させ、Aらがその一部を食した。Aらはいずれも腸チフ
ス、パラチフス等に罹患し、そのうち、Aは約１か月後、腸チフス
菌による敗血症状を呈し、死亡するに至った。
〇
余病併発・
被害者の素
因競合
22
大判昭和
16・ 8 ・29
傷害致死
Xは、匕首でAの左胸壁を刺突し、第十肋骨並びに肋間動脈横隔膜
大腸を切断する傷害を加えた。Aは、これに基づく急性化膿性腹膜
炎並びにこれによる敗血症のため死亡するに至った。
〇 余病併発
23
大判昭和
16・11・28
傷害致死
Xは、Aの左大腿部に刺創を与え、その股動脈を切断したところ、
これに対する医師の治療過程において左股仮性動脈瘤を生じ、Aは
その破裂によって死亡した。弁護人は、医師の不適切な処置が介在
したと主張した。
〇
医師の不適
切な処置の
介在
